
　

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
で
価
値
観
や
思
い

を
共
有
す
る
交
流
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
C
H
A
3（
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
）プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
、１１
月
１５
日（
土
）、八
頭
中
学
校
で
初
め

て
開
催
さ
れ
、２
年
生
と
地
域
住
民
、大
学

生
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
５
〜
６
人
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ「
大
切
に
し
て
い
る
も
の・言
葉
」「
住
ん

で
い
る
地
域
の
魅
力
」な
ど
身
近
な
テ
ー
マ

を
も
と
に
自
由
に
会
話
を
交
わ
し
、交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
地
域
の
方
か
ら
は「
中
学
生
と

話
す
機
会
が
新
鮮
だ
っ
た
」「
多
様
な
考
え

に
触
れ
ら
れ
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
、中
学

生
も「
違
う
考
え
を
聞
け
て
学
び
に
な
っ
た
」

「
地
域
の
人
の
思
い
を
知
れ
た
こ
と
が
印
象

に
残
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

さまざまなテーマで会話をし、
交流を深めた参加者

中
学
生・地
域・大
学
生
が

八
頭
中
で
語
り
合
う

「
C
H
A
3

プ
ロ
グ
ラ
ム
」初
開
催

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題

話
題
・
情
報
は
企
画
課
へ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■　企画課

　
八
頭
町
合
併
２０
周
年
を
記
念
し
た
宝
く

じ
文
化
講
演
会
が
、１１
月
２３
日（
日
・
祝

日
）、八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
俳
優
の
紺
野
美
沙
子
さ
ん
を
迎

え「
星
は
見
て
い
る
〜
原
爆
で
わ
が
子
を
亡

く
し
た
父
母
ら
の
手
記
よ
り
〜
」と
題
し
た

講
演
と
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、紺
野
さ
ん
が
１
９
９
８
年
か

ら
国
連
開
発
計
画（
U
N
D
P
）親
善
大
使

に
任
命
さ
れ
、２7
年
に
わ
た
り
国
際
協
力

の
分
野
で
活
動
し
て
き
た
経
験
を
基
に
、

訪
問
先
の
国
々
が
今
な
お
紛
争
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
現
状
や
、か
け
が
え
の
な
い
命

が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
、そ
し
て
平
和
の
大

切
さ
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。来
場
者
は

一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

町
合
併
20
周
年
記
念 

宝
く
じ
文
化
講
演
会
開
催

国連開発計画（UNDP）親善大使として訪問した
国の話をする紺野美沙子さん

　

ま
た
、紺
野
さ
ん
が「
多
く
の
人
に
届
け

た
い
」と
話
す
作
品「
星
は
見
て
い
る
」の
朗

読
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
と
と
も
に
行
わ

れ
、戦
争
の
理
不
尽
さ
や
平
和
へ
の
思
い
を

改
め
て
深
め
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
、満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
を
お

祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、勝
原 

道
惠
さ
ん（
麻
生
）が

１１
月
２９
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、町
長
か

ら
寿
詞
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

満百歳を迎えられた勝原道惠さん
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私
ら
し
い
生
き
方・逝
き
方
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
〝
終
わ
り
の
準
備
〞と
い
う
よ
り
も
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
や

さ
し
く
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て
、終
活
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
２１
日（
水
）１０
：
００
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
株
式
会
社
ア
イ
メ
モ
リ
ア　

　
　
　
増
田
晋
也 

さ
ん

持
ち
物
／
筆
記
用
具

定
員
／
２０
名（
抽
選
制
）

申
込
期
限
／
１
月
８
日（
木
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４‐３
４
９
６

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
７
４
３

ほ
ん
わ
か
手
芸
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
傘
の
布
を
、お
気
に
入
り

の
布
に
張
り
替
え
て〝
自
分
だ
け
の
傘
〞を

作
り
ま
す
。手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
6
回
の
参
加
で
1
つ
の
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
水
）10
：
00
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
福
祉
推
進
員

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
／
傘
、張
替
え
用
の
布
、裁
縫
道
具

定
員
／
１０
名
程
度

申
込
期
限
／
１
月
９
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
３‐０
０
３
０

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
６

空
き
家
管
理・売
却
時
の

「
税・登
記
」講
座
を
開
催
し
ま
す

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
の
際
に
知
っ
て
お

く
と
得
を
す
る「
税
」や「
登
記
」の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、税
理
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、実
家
の
今
後
が
気

に
な
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
１７
日（
土
）14
：
00
〜
15
：
30

会
場
／
智
頭
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

（
智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
）

定
員
／
５０
名（
先
着
順・事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用

推
進
協
議
会

☎
0
8
5
7‐2
3‐3
5
6
9

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
５

小
学
生
親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
７
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階 

調
理
実
習
室

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
１
名
＋
保
護
者
１
名
で
１
組
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
6
組

参
加
費
／
１
組
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
１
月
２４
日（
土
）10
：
00
〜
11
：
50

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
新
恐
竜

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3　

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
2
6
1
6

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」に

と
っ
と
り
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、こ
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設
等

に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
／

･
福
祉
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

･
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会 

本
庁

受
付
日
時
／

１
月
１９
日（
月
）〜
3０
日（
金
）

9
：
00
〜
17
：
00

寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
／

･
麺
類
な
ど
の
乾
物

･
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

･
砂
糖
、塩
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

･
の
り
、ふ
り
か
け
、お
茶
漬
け
の
素

･
飲
料
、お
茶

※
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

受
付
が
で
き
な
い
食
品
／

･
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
を
切
っ
た
も
の

･
開
封
し
て
あ
る
も
の

･
生
鮮
食
品（
肉
類
、魚
介
類
、冷
凍
食
品
）

･
生
の
野
菜

･
ア
ル
コ
ー
ル
類（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／

町
民
課
☎
７
６‐０
２
０
５

福
祉
課
☎
７
２‐３
５
9
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
4
9
6
8

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！？

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」な
ど
、性
別
に

よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
で〝
も
や
も

や
〞し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
気
持
ち
や〝
も
や
も
や
〞の
解
消

策
を
川
柳
に
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限
／
１
月
２０
日（
火
）必
着

募
集
内
容
／
性
別
に
よ
る「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス・バ
イ
ア
ス
」を
お
題
に
し
た
川
柳

対
象
／
県
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

募
集
部
門
／

･
中
学
生
以
下
の
部

･
高
校
生
〜
大
人
の
部（
計
２
部
門
）

入
賞
／

最
優
秀
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
０
，０
０
０
円
相
当
）

優
秀
賞
／
各
部
門
４
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
５
，０
０
０
円
相
当
）

県
民
い
い
ね
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円
相
当
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参・郵
送
ま
た
は
W
e
b
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
本
部

県
民
運
動
課
☎ 

0
8
5
8‐2
3‐3
9
0
1

E-mail  kenmin-undou@pref.tottori.lg.jp

所
得
税・住
民
税
の
確
定
申
告

準
備
は
お
早
め
に
！

　

今
年
度
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
で
は
、中
央
公
民
館・船
岡
地
区
公
民

館・八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、必
要
書

類
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
農
業・営
業・不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
】

①
収
入
金
額・必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
の
準
備

　

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
は
整
理
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
収
入・支
出
項
目
ご
と
の
集
計・記
帳

　

月
ご
と
の
集
計
表
を
作
成
し
て
お
く
と

決
算
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

③
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
１
年
間
の
収
支
を
確
定
し
、所
得
金
額
を

算
出
し
ま
す
。

※
事
業
所
得（
農
業・営
業・不
動
産
等
）が

あ
る
方
は
、収
支
に
関
す
る
記
録・帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得・年
金
所
得
が
あ
る
方
】

　

次
の
控
除
を
受
け
る
と
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、必
要
書
類
を
早
め
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
売
買
契
約
書
、住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、登
記
事
項
証
明
書 

な
ど

②
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
の
領
収
書 

な
ど

③
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
の
お

知
ら
せ 

な
ど

④
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書 

な
ど

※
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
7
6‐0
2
0
4

小・中
学
校
入
学
祝
い
金

（
商
品
券
）の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
お
子
さ
ん
が
小
学
校・中

学
校・特
別
支
援
学
校
に
入
学
す
る
町
内
の

ご
家
庭
に
、入
学
を
お
祝
い
し
て「
八
頭
広

域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
お
買
い
物
券
」を
お

届
け
し
ま
す
。学
用
品
な
ど
の
購
入
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
金
額
／

小
学
生
／
２
5
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
25
枚
）

中
学
生
／
5
０
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
5０
枚
）

交
付
方
法
／
１
月
中
に
、保
護
者
の
方
へ

郵
送
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、郵
送
時

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
☎
8
4‐1
2
3
1

空
き
家
の
利
活
用
に
迷
っ
た
ら
…

「
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、所
有
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
空
き
家・空
き
地
の
情
報
を
、購
入・賃

借
希
望
者
へ
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、家
を
探
し
て
い
る

人
が
常
に
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
古
い
か

ら
」「
田
舎
だ
か
ら
」と
諦
め
て
し
ま
う
前

に
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
相
談
窓
口
／
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

（
運
営
：
（
一
社
）Yearning for Yazu Project

）

☎
0
8
0‐3
8
7
8‐3
6
5
8

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
０
１
５
１
９

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
年
金
制
度
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
安
心

を
自
分
で
積
み
立
て
る「
農
業
者
年
金
」に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）で
、年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は
？

○
積
立
方
式・確
定
拠
出
型
で
安
心

　
　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
も
制
度
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
※
運
用
の
結
果
、積
立
額
を
下
回
ら
な
い
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、65
歳
時
に
運
用
収
入
の
累

計
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
準

備
金
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
終
身
年
金
と
死
亡
一
時
金

　
　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。も
し
８０
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、遺
族
へ
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税・住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、変
更
も
可
能

　
　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

（
３５
歳
未
満
で
国
庫
補
助
対
象
外
の
方
は

月
額
１
万
円
か
ら
選
択
可
能
）。経
営
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。

○
国
庫
補
助
で
さ
ら
に
お
得

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
、そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を

結
ん
だ
配
偶
者・後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、月
額
最
高
1
万
円

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６‐０
２
０
７

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気・事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、２０
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

○
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　
原
則
６５
歳
か
ら
受
給
で
き
、希
望
に
応

じ
て
繰
上
げ
や
繰
下
げ
も
可
能
で
す
。

○
老
後
だ
け
で
な
く
、万
一
の
備
え
に
も

　
　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
年
金
の
ほ
か
に 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

･
障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

･
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法

保
険
料（
令
和
７
年
度
）

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保

険
料
は
１
７
，５
１
０
円
で
す
。

納
付
方
法

　

納
付
書
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
納
付（Pay‐easy

）、決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、便
利

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、早
め
に
納
め
る
こ
と
で
割
引
が
受

け
ら
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
各
種
制
度

■
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年
金
額
が

増
え
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

･
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

･
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、本
人
ま
た

は
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所　

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1
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■　まちの話題

　

地
域
で
収
穫
し
た
農
作
物
を
地
域
の
人

に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、平
成
２４
年
に
集
落
営
農
組
織
を
立
ち

上
げ
、農
業
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
に
も
取

り
組
む
農
事
組
合
法
人
日
田
農
業
生
産
組

合
が
、子
ど
も
食
堂「
は
っ
ち
ゃ
ん
」に「
き
ぬ

む
す
め
」や「
星
空
舞
」な
ど
の
お
米
、計

1
8
0
キ
ロ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
の
小
林
正
樹
組
合
長
は「
役
員
か

ら
提
案
が
あ
り
、昨
年
に
続
い
て
寄
贈
し

た
。子
ど
も
た
ち
の
食
育
の
一
助
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
し
、今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た「
は
っ
ち
ゃ
ん
」を
運
営
す
る
前
田
代

表
も「
地
域
の
力
で
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く

育
っ
て
い
る
。感
謝
し
て
食
べ
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

お米を寄贈する小林組合長（左）と
それを受ける前田代表（右）

地
元
産
の
お
米
を
子
ど
も
食
堂
へ

日
田
農
業
生
産
組
合
が

｢は
っ
ち
ゃ
ん
｣に
1
8
0
キ
ロ
寄
贈

　

遠
見
山
馬
酔
木（
あ
せ
び
）の
会
と
丹
比

地
区
公
民
館
が
春
と
秋
に
実
施
し
て
い
る

遠
見
山
登
山
が
、１１
月
１６
日（
日
）に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
遠
見
山
は
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
登
り
応
え

と
自
然
林
の
紅
葉
が
魅
力
で
、こ
の
日
は
、町
内

外
か
ら
約
４０
人
が
参
加
。秋
晴
れ
の
下
、島

コ
ー
ス
と
茂
谷
コ
ー
ス
の
２
班
に
分
か
れ
、標
高

８
０
５・９
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
途
中
、氷
ノ
山
や
扇
ノ
山
な
ど
県
東
部
の

山
並
み
を
望
め
る
七
合
目
の
見
晴
台
で
は
、

ガ
イ
ド
の
案
内
を
受
け
な
が
ら
秋
色
の
景

色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
思
っ
た
よ
り
き
つ
か
っ
た
が

楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

頂上で記念撮影をする参加者

秋
色
の
遠
見
山
を
満
喫

馬
酔
木
の
会
と

丹
比
地
区
公
民
館
が
秋
登
山

　

心
と
体
を
鍛
え
な
が
ら
、子
ど
も
の
人

権
や
自
尊
心
を
大
切
に
す
る
指
導
を
続
け

て
い
る
郡
家
剣
道
教
室
。小
学
生
か
ら
大

人
ま
で
約
４０
名
が
通
い
、日
々
稽
古
に
励

ん
で
い
ま
す
。こ
の
た
び
、そ
の
長
年
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
、全
日
本
剣
道
連
盟

か
ら「
少
年
剣
道
教
育
奨
励
賞
２
０
２
５
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

教
室
を
率
い
る
森
田
さ
ん
は
、昭
和
５２

年
に
始
ま
っ
た
前
身
の
郡
家
警
察
署
少
年

剣
道
教
室
を
平
成
１２
年
に
引
き
継
ぎ
、ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
の
傍
ら
３８
年
間
に
わ
た
り

指
導
を
続
け
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に

県
内
外
で
活
躍
す
る
選
手
を
育
て
、最
近

で
は
O
B
の
お
子
さ
ん
が
入
会
す
る
な

ど
、世
代
を
超
え
て
剣
道
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
ち
で
輝
く
人
や
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
場

所
・
も
の
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

２
カ
月
に
１
回
掲
載
し
ま
す
。 〝
知
る
と

ち
ょ
っ
と
得
す
る
〞 〝
や
ず
っ
と
く
〞
八
頭

町
の
素
敵
な
魅
力
、
あ
な
た
も
〝
や
ず
っ

と
く
〞
し
ま
せ
ん
か
？

　

生
徒
の
一
人
は「
試
合
の
動
画
を
見
て

〝
か
っ
こ
い
い
！
〞と
思
っ
て
始
め
た
。勝
て

た
ら
う
れ
し
い
し
、負
け
て
も
次
に
ど
う

生
か
す
か
考
え
る
の
が
楽
し
い
。目
標
は

日
本
一
に
な
る
こ
と
」と
輝
く
表
情
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、剣
道
を
す
る
子
ど
も
が
減
っ
て
き

て
い
る
中
、森
田
さ
ん
は
大
人
の
剣
道
人

口
も
増
や
そ
う
と
S
N
S
な
ど
で
の
魅
力

発
信
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。そ
の
効

果
も
あ
り
、県
内
外
か
ら
鳥
取
へ
出
稽
古

に
訪
れ
る
剣
士
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
大
人
が
楽
し
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
で
、子

ど
も
た
ち
に
も〝
剣
道
っ
て
楽
し
そ
う
〞と

思
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
語
る
森
田
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
剣
道
の
魅
力
を
発
信
し
な
が

ら
、子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
に
も
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
郡
家
剣
道
教
室
で
は
、一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
随
時
募
集
中
で
す
。毎
週
、

火・金
に
練
習
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

郡
家
剣
道
教
室（
☎
7
2‐0
1
6
8
）

森
田
さ
ん
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

気合いを入れて一本！

賞状を手にする森田さん（中央）と
剣道教室の小学生メンバーたち

私
ら
し
い
生
き
方・逝
き
方
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
〝
終
わ
り
の
準
備
〞と
い
う
よ
り
も
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
や

さ
し
く
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て
、終
活
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
２１
日（
水
）１０
：
００
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
株
式
会
社
ア
イ
メ
モ
リ
ア　

　
　
　
増
田
晋
也 

さ
ん

持
ち
物
／
筆
記
用
具

定
員
／
２０
名（
抽
選
制
）

申
込
期
限
／
１
月
８
日（
木
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４‐３
４
９
６

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
７
４
３

ほ
ん
わ
か
手
芸
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
傘
の
布
を
、お
気
に
入
り

の
布
に
張
り
替
え
て〝
自
分
だ
け
の
傘
〞を

作
り
ま
す
。手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
6
回
の
参
加
で
1
つ
の
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
水
）10
：
00
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
福
祉
推
進
員

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
／
傘
、張
替
え
用
の
布
、裁
縫
道
具

定
員
／
１０
名
程
度

申
込
期
限
／
１
月
９
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
３‐０
０
３
０

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
６

空
き
家
管
理・売
却
時
の

「
税・登
記
」講
座
を
開
催
し
ま
す

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
の
際
に
知
っ
て
お

く
と
得
を
す
る「
税
」や「
登
記
」の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、税
理
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、実
家
の
今
後
が
気

に
な
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
１７
日（
土
）14
：
00
〜
15
：
30

会
場
／
智
頭
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

（
智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
）

定
員
／
５０
名（
先
着
順・事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用

推
進
協
議
会

☎
0
8
5
7‐2
3‐3
5
6
9

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
５

小
学
生
親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
７
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階 

調
理
実
習
室

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
１
名
＋
保
護
者
１
名
で
１
組
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
6
組

参
加
費
／
１
組
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
１
月
２４
日（
土
）10
：
00
〜
11
：
50

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
新
恐
竜

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3　

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
2
6
1
6

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」に

と
っ
と
り
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、こ
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設
等

に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
／

･
福
祉
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

･
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会 

本
庁

受
付
日
時
／

１
月
１９
日（
月
）〜
3０
日（
金
）

9
：
00
〜
17
：
00

寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
／

･
麺
類
な
ど
の
乾
物

･
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

･
砂
糖
、塩
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

･
の
り
、ふ
り
か
け
、お
茶
漬
け
の
素

･
飲
料
、お
茶

※
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

受
付
が
で
き
な
い
食
品
／

･
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
を
切
っ
た
も
の

･
開
封
し
て
あ
る
も
の

･
生
鮮
食
品（
肉
類
、魚
介
類
、冷
凍
食
品
）

･
生
の
野
菜

･
ア
ル
コ
ー
ル
類（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／

町
民
課
☎
７
６‐０
２
０
５

福
祉
課
☎
７
２‐３
５
9
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
4
9
6
8

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！？

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」な
ど
、性
別
に

よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
で〝
も
や
も

や
〞し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
気
持
ち
や〝
も
や
も
や
〞の
解
消

策
を
川
柳
に
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限
／
１
月
２０
日（
火
）必
着

募
集
内
容
／
性
別
に
よ
る「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス・バ
イ
ア
ス
」を
お
題
に
し
た
川
柳

対
象
／
県
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

募
集
部
門
／

･
中
学
生
以
下
の
部

･
高
校
生
〜
大
人
の
部（
計
２
部
門
）

入
賞
／

最
優
秀
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
０
，０
０
０
円
相
当
）

優
秀
賞
／
各
部
門
４
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
５
，０
０
０
円
相
当
）

県
民
い
い
ね
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円
相
当
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参・郵
送
ま
た
は
W
e
b
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
本
部

県
民
運
動
課
☎ 

0
8
5
8‐2
3‐3
9
0
1

E-mail  kenmin-undou@pref.tottori.lg.jp

所
得
税・住
民
税
の
確
定
申
告

準
備
は
お
早
め
に
！

　

今
年
度
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
で
は
、中
央
公
民
館・船
岡
地
区
公
民

館・八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、必
要
書

類
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
農
業・営
業・不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
】

①
収
入
金
額・必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
の
準
備

　

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
は
整
理
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
収
入・支
出
項
目
ご
と
の
集
計・記
帳

　

月
ご
と
の
集
計
表
を
作
成
し
て
お
く
と

決
算
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

③
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
１
年
間
の
収
支
を
確
定
し
、所
得
金
額
を

算
出
し
ま
す
。

※
事
業
所
得（
農
業・営
業・不
動
産
等
）が

あ
る
方
は
、収
支
に
関
す
る
記
録・帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得・年
金
所
得
が
あ
る
方
】

　

次
の
控
除
を
受
け
る
と
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、必
要
書
類
を
早
め
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
売
買
契
約
書
、住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、登
記
事
項
証
明
書 

な
ど

②
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
の
領
収
書 

な
ど

③
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
の
お

知
ら
せ 

な
ど

④
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書 

な
ど

※
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
7
6‐0
2
0
4

小・中
学
校
入
学
祝
い
金

（
商
品
券
）の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
お
子
さ
ん
が
小
学
校・中

学
校・特
別
支
援
学
校
に
入
学
す
る
町
内
の

ご
家
庭
に
、入
学
を
お
祝
い
し
て「
八
頭
広

域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
お
買
い
物
券
」を
お

届
け
し
ま
す
。学
用
品
な
ど
の
購
入
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
金
額
／

小
学
生
／
２
5
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
25
枚
）

中
学
生
／
5
０
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
5０
枚
）

交
付
方
法
／
１
月
中
に
、保
護
者
の
方
へ

郵
送
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、郵
送
時

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
☎
8
4‐1
2
3
1

空
き
家
の
利
活
用
に
迷
っ
た
ら
…

「
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、所
有
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
空
き
家・空
き
地
の
情
報
を
、購
入・賃

借
希
望
者
へ
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、家
を
探
し
て
い
る

人
が
常
に
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
古
い
か

ら
」「
田
舎
だ
か
ら
」と
諦
め
て
し
ま
う
前

に
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
相
談
窓
口
／
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

（
運
営
：
（
一
社
）Yearning for Yazu Project

）

☎
0
8
0‐3
8
7
8‐3
6
5
8

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
０
１
５
１
９

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
年
金
制
度
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
安
心

を
自
分
で
積
み
立
て
る「
農
業
者
年
金
」に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）で
、年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は
？

○
積
立
方
式・確
定
拠
出
型
で
安
心

　
　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
も
制
度
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
※
運
用
の
結
果
、積
立
額
を
下
回
ら
な
い
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、65
歳
時
に
運
用
収
入
の
累

計
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
準

備
金
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
終
身
年
金
と
死
亡
一
時
金

　
　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。も
し
８０
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、遺
族
へ
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税・住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、変
更
も
可
能

　
　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

（
３５
歳
未
満
で
国
庫
補
助
対
象
外
の
方
は

月
額
１
万
円
か
ら
選
択
可
能
）。経
営
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。

○
国
庫
補
助
で
さ
ら
に
お
得

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
、そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を

結
ん
だ
配
偶
者・後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、月
額
最
高
1
万
円

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６‐０
２
０
７

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気・事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、２０
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

○
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　
原
則
６５
歳
か
ら
受
給
で
き
、希
望
に
応

じ
て
繰
上
げ
や
繰
下
げ
も
可
能
で
す
。

○
老
後
だ
け
で
な
く
、万
一
の
備
え
に
も

　
　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
年
金
の
ほ
か
に 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

･
障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

･
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法

保
険
料（
令
和
７
年
度
）

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保

険
料
は
１
７
，５
１
０
円
で
す
。

納
付
方
法

　

納
付
書
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
納
付（Pay‐easy

）、決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、便
利

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、早
め
に
納
め
る
こ
と
で
割
引
が
受

け
ら
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
各
種
制
度

■
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年
金
額
が

増
え
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

･
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

･
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、本
人
ま
た

は
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所　

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1
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